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内 容 の 要 旨 
 
平成 25 年 10 月現在における廖筱亦林さん（以下「著者」と記す）の研究業績には、既













































有意確率（P 値）は日本と中国の両方とも 0.000 である。ライフスタイルは「満足する」
意向と「再購入」意向の有意確率（P 値）に関しては日本と中国の間に少し差が出たが、




































 実証研究系博士論文の評価項目として、以下の 3 点を指摘することができる。第 1 は、
構築された分析モデルのオリジナリティー性、第 2 は、検証方法の妥当性、第 3 は、発見
事項のインパクトならびにその理論的・実践的インプリケーションである。 










 最後に、第 3 の発見事項のインパクトと理論的・実践的インプリケーションである。今
後成長が見込まれる化粧品業界をとりあげ、日中比較するということ自体、多方面へのイ
ンパクトがあると認められる。分析結果によれば、地域の消費者のライフスタイルが購買
後行動に影響を及ぼすことが両地域において認められる。また、地域の消費者は独自的な
ライフスタイルをもつことが両地域において認められる。これらは、これまでライフスタ
イルや消費者購買行動の研究においてあまり重視されてこなかった地域差の問題をマーケ
ティング戦略の視点から明確に示すものであり、理論的にもインプリケーションがあると
いえる。さらには、両地域の消費者グループにおける購買後行動の差異が明らかになった。
これは、化粧品業者が地域でマーケテｨング活動を展開する際の参考になるものであり、実
践的インプリケーションの高さが認められる。 
 
 ３．独創性 
本研究の独創性は次の３点にある。 
第一に、従来の研究には理論的な研究が多く、ライフスタイルと購買後行動の関連性は
明確になっていなかったが、本研究はアンケート調査に基づいた実証的な研究によって、
地域の消費者のライフスタイルと購買後行動の関連性を明確にした点である。 
第二に、従来の研究には購買後行動に焦点を当てた研究や購買後行動への影響要因に関
する研究が少なかったが、本研究は購買後行動を５つにまとめ、ライフスタイルが購買後
行動へ与える影響要因の一つとして分析している点である。 
第三に、従来の研究には化粧品のカテゴリーにおいて地域消費者の研究が少ないなかで、
本研究は日本鹿児島市と中国武漢市における消費者の化粧品の購買後行動を実証的に研究
している点である。 
 
 ４．今後の研究課題 
 このように本研究には優れた点が数多くみられるが、全く問題がないわけではない。 
統計学的には単に鹿児島市と武漢市のアンケート調査のみの比較だけで仮説検証はでき
ると思われるが、マーケティングの視点からは、多くの都市の比較分析、少なくとも日本
（東京と鹿児島市）と中国（北京と武漢市）の４都市の比較分析が必要であるように思え
る。日本と中国の多くの都市でアンケケート調査を行い、サンプル数を増やすことにより
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一般化を図っていくことが必要である。 
また、市場細分化戦略の仮説検証が見当たらない。単に「個人属性」の説明で終わって
いる。マーケティングの視点からは、この個人属性のクロス分析、年齢別ないし月収別の
市場細分化戦略による日本鹿児島市と中国武漢市の比較分析をする必要があるように思わ
れる。特に化粧品の場合は、経済発展・所得水準に基づく時系列分析も必要である。 
さらに、地域消費者と都市消費者のブランド志向の差異についての理論化に挑戦される
ならば、新たな価値がみいだされると思われる。 
今回の分析対象は化粧品の分析であったが、今後食料品（野菜等）、買回品（衣料品等）、
専門品（自動車等）、サービスなどの多くの業種の分析を通して一般化を図ることである。 
これらは今後の研究課題である。著者の今後の更なる研究の発展を期待したい。 
 
 ５．結論 
 本審査委員全員は、以上により、本論文の著者が博士（経済学）の学位を授与されるに
十分値すると判断した。 
 
